
松
見
市
長
が
こ
の
四
年
間
、

我
々
自
由
民
主
党
議
員
団
の
提

言
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
し
っ

か
り
と
市
政
運
営
に
努
め
て
こ

ら
れ
た
こ
と
は
数
多
く
の
実
績

が
物
語
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
高

く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
今
後
も
達
成
途
上
に

あ
る
取
り
組
み
を
成
就
さ
せ
本

市
が
地
方
分
権
を
確
立
し
輝
け

る
未
来
へ
た
ど
り
着
く
た
め
に

は
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
の

推
進
が
必
要
で
あ
り
、
松
見
市

長
が
そ
の
先
頭
に
立
ち
職
員
と

一
丸
と
な
っ
て
市
政
運
営
の
舵

取
り
役
と
な
る
べ
き
と
考
え
る
。

「
夢
と
活
力
あ
ふ
れ
る
元
気

都
市
東
大
阪
」の
実
現
に
向
け
、

引
き
続
き
市
政
運
営
の
重
責
を

担
う
決
意
を
さ
れ
た
松
見
市
長

に
対
し
、
我
々
自
由
民
主
党
議

員
団
は
さ
ら
な
る
期
待
を
持
ち
、

総
力
を
結
集
し
て
支
え
、
本
市

の
発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
あ
る
。

－

行
革
に
対
す
る
市
長
の
決
意－

問

こ
れ
ま
で
市
長
は
職
員
数

の
削
減
や
個
人
給
付
、
減
免
の

見
直
し
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
財

政
改
革
を
実
施
し
て
き
た
。
特

に
十
六
、
十
七
年
度
の
二
年
間

に
わ
た
る
職
員
給
与
五
％
カ
ッ

ト
の
断
行
に
よ
っ
て
約
二
十
四

億
円
も
の
財
源
を
生
み
出
し
た

こ
と
は
国
に
お
い
て
も
高
く
評

価
さ
れ
、
十
六
年
度
の
特
別
交

付
税
額
は
約
八
億
六
千
万
円
を

確
保
し
た
。
ま
た
十
八
年
度
に

は
大
阪
府
下
で
も
類
の
な
い
現

給
保
障
を
し
な
い
人
事
院
勧
告

の
完
全
実
施
も
行
わ
れ
る
。
し

か
し
多
く
の
実
績
を
上
げ
た
施

策
展
開
も
ソ
フ
ト
面
で
の
取
り

組
み
が
多
い
た
め
、
本
来
取
り

組
む
べ
き
行
財
政
改
革
も
人
件

費
中
心
で
市
民
に
理
解
さ
れ
に

く
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
の
行
財
政
改
革
に
対
す
る

市
長
の
決
意
を
示
せ
。

市
長

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て

広
い
視
野
に
立
ち
、
既
得
権
に

と
ら
わ
れ
た
社
会
的
認
知
を
得

ら
れ
な
い
よ
う
な
主
張
に
対
し

て
は
断
固
た
る
態
度
で
臨
み
、

強
い
信
念
と
柔
軟
な
発
想
、
大

胆
な
行
動
力
を
も
っ
て
、
市
民

の
立
場
に
立
っ
た
行
財
政
改
革

を
推
進
し
さ
ら
な
る
再
生
、
改

革
を
継
続
し
て
い
く
。

－

東
大
阪
市
愛
は
ぐ
く
む

子
ど
も
ス
ク
ラ
ム
基
金－

問

本
基
金
は
大
阪
府
市
町
村

職
員
互
助
会
退
会
給
付
金
制
度

等
の
廃
止
に
伴
う
清
算
金
七
億

円
の
内
の
二
億
円
を
原
資
と
し
、

子
供
の
安
全
対
策
の
充
実
と
地

域
と
と
も
に
子
供
を
育
成
す
る

町
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
創
設

さ
れ
た
。
各
地
で
子
供
を
ね
ら

っ
た
凶
悪
事
件
が
相
次
ぐ
中
、

子
供
を
守
る
と
い
う
本
市
の
強

い
意
思
と
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
時

代
の
到
来
を
見
据
え
た
市
長
の

政
治
姿
勢
が
明
確
に
示
さ
れ
た

も
の
と
し
て
高
く
評
価
す
る
が
、

本
基
金
の
有
効
的
な
活
用
に
つ

い
て
の
具
体
策
を
示
せ
。

経
営
企
画
部
長

本
基
金
は
時

代
の
要
請
に
こ
た
え
得
る
持
続

可
能
な
施
策
を
構
築
す
る
た
め
、

九
月
の
予
算
化
に
向
け
て
教
育
、

福
祉
を
初
め
関
係
部
局
等
と
幅

広
く
検
討
を
重
ね
、
子
供
を
見

守
り
育
て
る
町
づ
く
り
を
目
指

し
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
自
主

的
な
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
体

制
づ
く
り
を
促
進
す
る
。

－

駅
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置－

問

高
齢
者
等
が
積
極
的
か
つ

自
由
に
町
を
移
動
す
る
こ
と
の

条
件
づ
く
り
と
し
て
駅
舎
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
等
は
急
務
で
あ
る
。

市
長
は
こ
の
四
年
間
す
べ
て
の

人
に
優
し
い
町
づ
く
り
の
推
進

に
力
を
注
ぎ
、
十
八
年
度
当
初

予
算
に
お
い
て
も
五
つ
の
駅
に

対
す
る
駅
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整

備
補
助
事
業
の
予
算
を
計
上
す

る
な
ど
本
市
に
お
け
る
駅
舎
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
早
期
に
実

現
す
る
と
の
決
意
が
伝
わ
る
が
、

各
駅
舎
の
整
備
方
針
を
示
せ
。

助
役

近
鉄
小
阪
駅
は
既
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
が
始
ま

り
本
年
夏
に
利
用
を
開
始
。
新

石
切
駅
は
十
八
年
度
に
設
置
工

事
を
開
始
し
年
度
内
に
利
用
を

開
始
。
俊
徳
道
駅
及
び
吉
田
駅

は
、
十
九
年
度
に
は
設
置
工
事

に
着
手
し
、
二
十
年
度
に
利
用

を
開
始
。
Ｊ
Ｒ
鴻
池
新
田
駅
は

十
八
年
度
内
の
利
用
開
始
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

－

市
長
の
政
治
姿
勢－

問

松
見
市
政
は
、
市
民
や
議

会
と
の
約
束
も
果
た
せ
な
い
四

年
間
で
あ
り
、
そ
の
原
因
は
市

長
松
見
正
宣
で
は
な
く
、
松
見

正
宣
さ
ん
そ
の
人
に
起
因
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
四
年
間

の
議
会
で
は
会
期
延
長
八
回
、

流
会
五
回
と
過
去
十
六
回
中
十

三
回
が
ま
と
も
な
議
会
で
は
な

く
、
そ
の
原
因
の
多
く
は
一
般

職
非
常
勤
職
員
制
度
の
問
題
が

関
わ
っ
て
い
る
。
議
会
へ
の
説

明
が
で
き
ず
、
方
針
が
二
転
三

転
し
、
資
料
さ
え
出
せ
な
い
状

況
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
市
長

の
給
料
減
額
が
二
回
、
三
人
の

助
役
や
教
育
長
の
任
期
途
中
で

の
退
任
、
ま
た
人
権
差
別
事
象

が
原
因
で
担
当
理
事
も
退
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
市
長
自
身
が
認
め
て
い
る
よ

う
に
判
断
力
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
な
さ
が
原
因
で
あ
り
、
市

長
と
し
て
の
当
事
者
能
力
が
な

か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

さ
ら
に
一
部
の
特
定
の
人
や
労

働
組
合
の
言
い
な
り
に
な
っ
た

結
果
も
今
日
の
市
政
混
乱
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
到

底
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
市
長
、
何
か
意

見
が
あ
れ
ば
お
答
え
願
い
た
い
。

市
長

こ
の
四
年
間
、
自
ら
の

評
価
と
し
て
は
少
子
高
齢
社
会

へ
の
対
応
、
地
域
経
済
の
再
生

等
多
く
の
成
果
を
実
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
よ
る
消
防

庁
舎
建
設
に
つ
い
て－

問

消
防
局
庁
舎
建
設
ゼ
ネ
コ

ン
は
、
前
田
建
設
工
業
あ
り
き

の
風
評
が
あ
っ
た
中
で
結
局
そ

の
通
り
に
な
っ
て
い
る
。
本
ゼ

ネ
コ
ン
は
、
死
亡
事
故
等
に
よ

り
、
大
阪
府
等
で
は
指
名
停
止

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
市
は

そ
れ
を
せ
ず
入
札
に
参
加
さ
せ
、

ま
た
、本
市
の
事
務
分
掌
規
則
、

財
務
規
則
等
に
よ
れ
ば
、
こ
の

入
札
は
調
度
課
で
行
う
べ
き
と

こ
ろ
を
消
防
局
で
担
当
さ
せ
る

な
ど
し
て
い
る
。
な
ぜ
そ
こ
ま

で
し
て
疑
惑
の
あ
る
前
田
建
設

工
業
に
工
事
を
さ
せ
た
い
の
か
。

消
防
局
長

現
時
点
で
前
田
建

設
工
業
は
本
市
の
指
名
停
止
等

措
置
基
準
に
よ
る
指
名
停
止
に

は
該
当
せ
ず
、
ま
た
本
事
業
の

入
札
説
明
書
に
も
抵
触
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
適

切
に
事
業
を
推
進
し
た
い
。

－

近
畿
大
学
附
属
小
学
校
、

幼
稚
園
移
転
問
題－

問

近
畿
大
学
は
以
前
か
ら
生

徒
の
通
学
路
の
安
全
確
保
、
老

朽
化
に
伴
う
校
舎
建
替
え
、
幼

小
一
貫
教
育
方
針
等
の
問
題
か

ら
八
戸
ノ
里
駅
に
近
い
場
所
と

し
て
中
央
病
院
跡
地
を
移
転
先

候
補
と
し
て
関
心
を
持
ち
、
本

市
と
交
渉
を
進
め
て
い
た
。
交

渉
内
容
は
別
に
し
て
東
大
阪
一

の
大
企
業
、
近
畿
大
学
の
関
連

施
設
附
属
小
学
校
・
幼
稚
園
が

移
転
す
る
こ
と
に
つ
い
て
本
市

の
損
失
は
計
り
知
れ
ず
、
奈
良

市
あ
や
め
池
遊
園
地
跡
に
移
転

す
る
こ
と
に
対
し
て
、
松
見
市

長
は
何
を
し
て
い
た
の
か
と
市

民
か
ら
批
判
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
松
見
市

政
の
失
政
で
は
な
い
の
か
。

助
役

売
却
を
前
提
と
す
る
場

合
は
価
格
面
、
借
地
と
し
て
の

活
用
に
つ
い
て
は
開
発
公
社
の

寄
附
行
為
上
の
問
題
等
か
ら
協

議
が
調
わ
な
か
っ
た
。

－

教
育
行
政－

問

本
年
二
月
に
教
育
委
員
と

文
教
委
員
と
の
懇
談
会
を
開
催

し
意
見
交
換
を
し
た
結
果
、
両

委
員
の
教
育
行
政
に
対
す
る
深

い
理
解
、
高
い
見
識
及
び
熱
い

思
い
を
強
く
感
じ
た
。
教
育
の

原
点
は
家
庭
教
育
で
あ
り
、
そ

の
上
で
学
校
を
含
め
た
様
々
な

場
面
で
何
が
で
き
る
の
か
と
共

通
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き

た
。社
会
問
題
で
あ
る
ニ
ー
ト
、

若
年
無
業
者
問
題
を
初
め
幼
児

虐
待
、
教
師
の
指
導
問
題
等
多

く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、

十
八
年
度
教
育
行
政
に
臨
む
決

意
を
示
せ
。

教
育
長

学
校
が
地
域
の
教
育
、

文
化
の
核
と
し
て
の
役
割
を
強

め
、
子
供
に
確
か
な
学
力
と
豊

か
な
心
、
健
康
、
体
力
を
は
ぐ

く
む
た
め
、
教
育
環
境
の
整
備

や
教
職
員
の
資
質
向
上
等
を
図

り
、
特
色
あ
る
学
校
園
づ
く
り

を
進
め
な
が
ら
、
子
供
が
楽
し

く
学
び
、
市
民
に
愛
さ
れ
る
教

育
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

－

市
長
の
四
年
間
の
総
括－

問

市
長
は
就
任
以
来
、
市
民

の
目
線
に
立
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
や
施
策
を
推
進
、
展
開
し

着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

今
後
は
行
政
の
ス
リ
ム
化
、
効

率
化
に
向
け
、
組
織
改
革
や
行

財
政
改
革
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

市
長

今
後
は
、
よ
り
効
率
的

で
効
果
的
な
事
業
へ
の
転
換
に

向
け
本
市
独
自
の
取
り
組
み
と

し
て
、
職
員
数
計
画
の
再
見
直

し
を
初
め
行
財
政
改
革
行
動
計

画
全
般
の
見
直
し
を
行
い
、
集

中
改
革
プ
ラ
ン
と
し
て
ま
と
め

る
。
私
自
身
が
決
意
を
持
っ
て

先
頭
に
立
ち
、
職
員
と
と
も
に

一
丸
と
な
っ
て
行
財
政
改
革
を

着
実
に
進
め
て
い
く
。

－

職
員
定
数
と

業
務
執
行
体
制－

問

我
々
は
職
員
定
数
に
つ
い

て
は
業
務
量
に
応
じ
た
必
要
最

小
限
の
職
員
数
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

際
業
務
を
精
査
し
、
思
い
切
っ

て
職
員
定
数
を
削
減
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

助
役

ス
リ
ム
な
自
治
体
と
し

て
少
数
精
鋭
に
よ
る
行
政
経
営

を
目
指
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

も
人
件
費
の
総
量
抑
制
を
基
本

と
し
な
が
ら
年
次
的
に
職
員
数

の
削
減
を
図
る
な
ど
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後

も
職
員
採
用
を
行
い
な
が
ら
職

員
総
数
を
抑
制
し
、
職
員
定
数

の
削
減
を
計
画
的
に
進
め
て
い

く
。

－

個
性
を
伸
ば
す
教
育－

問

子
ど
も
た
ち
は
多
様
な
個

性
や
可
能
性
を
持
っ
て
お
り
、

そ
の
よ
さ
を
引
き
出
す
教
育
活

動
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
学
校

教
育
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
興

味
や
関
心
を
伸
ば
す
教
育
は
ど

の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

教
育
長

総
合
的
な
学
習
や
選

択
教
科
な
ど
の
授
業
、
運
動
会

や
文
化
祭
な
ど
の
学
校
行
事
や

部
活
動
等
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
、

活
動
を
通
し
て
達
成
感
や
成
就

感
が
味
わ
え
る
よ
う
な
教
育
活

動
に
努
め
て
い
る
。
今
後
さ
ら

に
生
徒
一
人
一
人
の
興
味
、
関

心
、
適
性
を
引
き
出
し
、
進
路

実
現
に
対
応
し
た
特
色
あ
る
学

科
づ
く
り
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
研
究
に
取
り
組
む
。

－

障
害
者
自
立
支
援
法－

問

今
回
提
案
さ
れ
て
い
る
障

害
程
度
区
分
認
定
調
査
に
関
し

て
は
、
八
つ
の
合
議
体
で
区
分

さ
れ
る
と
あ
る
が
、
ど
の
合
議

体
に
お
い
て
も
公
平
な
調
査
が

大
前
提
と
な
る
。
公
平
性
や
平

等
性
は
ど
の
よ
う
に
し
て
確
保

さ
れ
る
の
か
。

福
祉
部
長

審
査
会
の
委
員
に

つ
い
て
は
各
合
議
体
で
障
害
者

の
実
情
に
通
じ
た
も
の
で
、
身

体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障

害
の
各
分
野
の
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
し
た
構
成
と
す
る
。
ま
た
公

平
な
調
査
を
実
施
す
る
た
め
、

調
査
員
に
つ
い
て
は
今
後
、
研

修
等
を
行
い
、
均
等
化
と
レ
ベ

ル
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

－

総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ－

問

近
鉄
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
を

中
心
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の

た
め
に
設
立
し
た
本
市
初
の
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

現
状
と
今
後
の
展
開
を
示
せ
。

社
会
教
育
部
長

市
内
関
係
団

体
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
さ
れ

た
「
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
ｉ
ｎ
東
大
阪
」
が

主
体
と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室

な
ど
を
開
催
し
な
が
ら
設
立
準

備
を
進
め
て
き
た
。
三
月
二
十

六
日
に
は
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
花

園
ク
ラ
ブ
の
誕
生
を
記
念
し
て

花
園
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
た
。
今
後
、
同
ク

ラ
ブ
が
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
の
市
民
が
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
仲

間
と
交
流
で
き
る
場
と
し
て
発

展
す
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

将来を担う子どもたちには、個性を伸

ばす教育が重要です。（枚岡東小学校）

使用目的が決まっていない公共用地。

早急な有効活用が望まれます。（中央病

院跡地）

高齢者や障害者にやさしい町づくり実

現に向け、駅舎のエレベーター設置が

進められています。（近鉄吉田駅）

自
由
民
主
党

代
表
質
問

大
野

一
博

個
人
質
問

松
井

保
博

自
民
党
市
政
刷
新
ク
ラ
ブ

代
表
質
問

個
人
質
問

浅
川

健
造

天
野

�
夫

個
人
質
問

個
人
質
問

河
野

啓
一

青
野

剛
暁

リ
ベ
ラ
ル
東
大
阪

代
表
質
問

個
人
質
問

松
嶋

晃

鳴
戸

鉄
哉

個
人
質
問

月
岡

大
介

さ
ら
な
る
飛
躍
�

輝
け
る
未
来
の
夢
と
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
長
の�
強
い
信
念
��
柔
軟
な
発
想
��
大
胆
な
行
動
力
�に
期
待
す
る

松
見
市
長
本
人
の
資
質
に
起
因
す
る
市
政
混
乱
の
四
年
間

十
八
年
度
教
育
行
政
に
臨
む
教
育
長
の
決
意

子
ど
も
た
ち
の
個
性
や
可
能
性
を
引
き
出
す
教
育
活
動
を
展
開
せ
よ

行
政
の
ス
リ
ム
化
、効
率
化
を
図
り
組
織
改
革
と
行
財
政
改
革
を
推
進
せ
よ

（４）第１４４号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成１８年５月１５日（５）


